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In the society of population decline, the activities of the local residents are considered to be decreasing. 
When activities related to river management decrease or disappear, some rivers will change their 
conditions. It will be essential to consider what local government should do despite the financial difficulty. 
In this research, the condition of mountainous rivers and villages around Kanto region is investigated and 
classified into six groups based on the geomorphological conditions. The difference of the river channel 
shape and sediment transport, which are affected by geomorphology, affects the characteristics of disaster 
and water use type that decide location of villages and the way of river utilization. By interviewing to 
river managers, it was clarified that the biggest problem of mountainous rivers is thick growth of 
vegetation. The problem is remarkable in some specific geomorphological condition, but the response of 
local people is different because of the difference of accessibility to the river. 
 

     Key Words : population decline, population decrease, mountain, geology, village location, 
 sabo, thick growth of vegetation 

 

 

１． はじめに 

 

少子高齢化や人口減少が進む中山間地域では集落機能

の低下や，それに伴う住民活動の低調化が問題となりつ

つある1)．しかし，地域住民と河川が相互に与え合って

いた影響が減少すると，河川にも何らかの変化が起こる

はずである．これまで人が手を入れ続けてきた河川を放

置した場合，ある程度自然が回復する河川がある一方で

かつての姿とは全く変わってしまう河川もあるはずで，

人が関わり続ける必要のある河川も存在すると考えられ

る．そうした河川を財政の厳しい自治体が管理する方向

性を考えるには，人と河川の関わりを理解したうえで将

来の河川の状況変化を予測し，方策を検討する必要があ

る．本研究では，河川の特徴と集落の特徴を主に流域地

質に注目しつつ類型化した後，各類型における行政と住

民の河川に関わる活動(草刈りや河川構造物の維持管理

など)の現状から人の手が入らなくなった時の川の姿を

予測し，将来の河川管理の課題を明らかにすることを目

的とする． 
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図-1 研究対象地を流れる河川とその流域地質 
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図-2 各類型の集落・河川の模式図 

 

２． 調査の概要 

 

(1)対象河川 

 本研究では関東近郊の中山間地域に位置する河川及び

その源流域の市町村を対象とし，山間谷底平野に一定規

模の集落を持ち，代表的な地質を持つ河川流域を選定し

た．そして，図-1に示す19河川において調査を行った．

表-1が本研究での対象河川とその地質である． 

 

 (2) 調査内容 

a) 現地調査 

 各対象河川において地形図上での勾配が約1/30の地点

と約1/50の地点の2地点において簡易測距計による横断

面測量と線格子法による河床材料計測及び粒径加積曲線

の作成を行った．また，川へのアクセスの有無や河原上

の藪化・樹林化の有無を確認し，行政に対しては河川管

理の現状や住民参加の有無，河川管理で抱えている問題

についてヒアリングを行った． 

 

b) 文献調査・地形図 

 各対象河川の源流域における市町村史などから災害履

歴や江戸から昭和初期にかけての生業を分析した．また，

新旧地形図から谷幅や集落の配置，集落と河川の距離・

比高差などを分析した． 

 

３． 調査結果の解析 

 

(1) 類型化 

 集落特性と河川の特徴に注目したところ，地質・地形

と対応した6つのグループ（1．四万十帯，2．ジュラ紀

付加体，3．ジュラ紀付加体で上流に巨礫と砂利／砂を

産出する地質（花崗岩または三波川変成岩）が混在する

流域，4．火山岩，5．花崗岩，6．火山岩・花崗岩で断

層や崩壊地を伴い土砂生産が活発な流域）に分類できた．

これを模式図で示したものが，図-2である． 

 

 (2) 河道断面 

四万十帯の河川は上流域では川幅が狭く深さもそれほ

どないが，下流に行くほど川幅はかなり広く，深くなる．

これは，第四紀以降の隆起速度が速いため，流量が小さ

い上流域の支流では，河川が谷を掘り込むことができず

に谷幅が狭く急勾配となり，河道も深くなっていない．

一方，本川は，下流に行くにつれて流量が徐々に大きく

なり，河床を掘りこむ．そして，河床と共に河岸を削り，

川が広く深くなっていったと考えられる．護岸は部分的

にしか見られず，川幅が人為的に操作されていない． 

 ジュラ紀付加体の河川でも，河道は下流方向へ広く深

くなるが四万十帯ほど変化は大きくない．これは，四万

十帯に比して，支川及び本川上流域で土石流や山崩れに

伴う土砂生産量が多めで，十分な土砂が河床に堆積して

いることにも起因している．これは，四万十帯に比べて

住居と河川の比高が小さいということからも読み取れる．

表-1 研究対象地と類型 

地質・地形 河川名 対象地域（上流サイト/下流サイト） 代表的な礫径(D60)
荒川水系荒川 なし/埼玉県秩父市川又 -/93

多摩川水系浅川（案下川） 東京都八王子市上恩方町（上下流とも同地名） 71/39
多摩川水系北秋川 東京都檜原村藤原/夏地 80/81
多摩川水系南秋川 東京都檜原村人里/上川乗 120/85
多摩川水系小菅川 山梨県小菅村橋立/余沢 63/32
利根川水系南牧川 群馬県南牧村勧能/赤岩 68/110
利根川水系神流川 なし/群馬県上野村浜平 -/100
荒川水系高麗川 埼玉県飯能市正丸/畑井 75/92
荒川水系入間川 埼玉県飯能市名郷/人見 62/69

荒川水系槻川 埼玉県東秩父村新田/新井 230/35

利根川水系粟野川 群馬県鹿沼市賀蘇山神社/出口 160/80

利根川水系渡良瀬川 群馬県日光市愛宕下/掛水 160/245
相模川水系道志川 山梨県道志村白井平/和出村 110/190
狩野川水系黄瀬川 なし/静岡県御殿場市沼田 -/130

利根川水系思川（上流） 栃木県鹿沼市半縄/なし 450/-
利根川水系粟野川（上流） 群馬県鹿沼市賀蘇山神社/なし 160/-

酒匂川水系河内川 神奈川県山北町大石キャンプ場./なし 180/-
利根川水系大谷川 栃木県日光市清滝/稲荷町 150/148
富士川水系重川 山梨県甲州市塩山千野/塩山下萩原 166/95
富士川水系日川 山梨県甲州市大和町鶴瀬/勝沼町岩崎 172/64

6．火山岩・花崗岩で断
層や崩壊地を伴い土砂
生産が活発な流域

1．四万十帯

2．ジュラ紀付加体

3．ジュラ紀付加体で上流に
巨礫・砂利・砂を排出する地

質が混在する流域

4．火山岩

5．花崗岩
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護岸は部分的にしか見られないが，集落周辺はよく整備

されている．狭窄部も四万十帯ほど顕著ではない． 

 ジュラ紀付加体で上流に巨礫と砂利／砂を産出する地

質を持つ河川は，上下流で河道断面があまり変わらず浅

い傾向がある．これは谷底平野が広がっているため，両

側に護岸が設置され，断面形が人為的に決められている

ためである．また，ジュラ紀付加体（実際には秩父帯）

より隆起速度が小さく，その一方で土砂生産は多いのが，

河道が浅い理由であると考えられる．ここで，川が深い

と上流から下流域の水田へ非常に長い水路で水を運ばね

ばならず，川を掘り下げられないとも考えられる． 

 火山岩で断層や崩壊地を伴わない地域の河川も，断面

形があまり変化せず，護岸が上下流全体に整備されてい

る．ここは崩壊地を伴わずとも脆弱な地質故に土砂生産

があり堆積傾向であることに加え，水田で水を利用する

ので川を掘り下げにくいのは先ほどと同じである．  

 花崗岩で断層や崩壊地を伴わない地域の河川では，い

ずれのサイトも1/50程度の区間が限られており，全体的

に急勾配であるため，上流のみしか観測できていない．

それだけ流下方向に勾配変化が無いとも言える．河床に

は巨礫が転がり，谷幅いっぱいに深いところを流れる． 

 火山岩・花崗岩であるが断層や崩壊地を伴い土砂生産

が活発な地域の河川は，上流の山間部では川が深いとこ

ろを流れているが，下流は両岸護岸で固められており，

河道内には砂防堰堤や落差工が多い．また，川幅を狭め

て流路を固定していることが特徴的である．昔の地形図

を現在の河川と比較すると，湾曲していたり，大きな中

州があったり，河原が広がっていたりといった特徴があ

る．しかし，現在の河道でも川幅水深比は最も大きい． 

 

(3)災害の特徴 

対象地域の市町村史を調査し災害の履歴について調べ

たところ，各類型で異なる特徴があることが分かった． 

 四万十帯の地域では河川に関連するような災害は多く

ない．主な災害は急傾斜地の崩壊などの土砂災害である．

小規模な土砂災害が多いためそれほど大きな被害が出る

ことはないが，耳川や十津川のような深層崩落が起きる

危険性をはらんでいる．実際小菅村の集落の背後は大き

な地すべり跡の畑となっており，過去に大きな地すべり

があったことがうかがえる． 

 ジュラ紀付加体の地域では四万十帯に比べると水害が

多く記録されている．また，局所的ではあるが土石流被

害が起きている場所も存在する2）． 

 ジュラ紀付加体で上流に巨礫と砂利／砂を産出する地

質を持つ地域では水害や土石流災害がジュラ紀付加体の

地域と比べても多く発生し，その被害も比較的広範囲に

わたる4）．これは花崗岩または三波川帯における土砂生

産の特性と，浅い河道形状に対応している3）． 

 火山岩および花崗岩の地域では水害・土砂災害ともに

頻発しているが，特に断層や崩壊地を伴い土砂生産が活

発な流域になると土砂災害で大きな被害が出ることが多

く，死者数百人の大災害が何度も起きている4）5）． 

 

(4) 集落の立地 

 地形図上で建物の立地場所や河川との距離を分析した

ところ，ここでも各類型で異なる特徴があった． 

 大きく分けると，川沿いに建物が多く存在する地域と

川から離れたところに建物が存在する地域があり，前者

は1．四万十帯，2．ジュラ紀付加体の地域，後者は3．

ジュラ紀付加体で上流に巨礫と砂利／砂を産出する地質

が混在する流域，5．花崗岩，6．火山岩・花崗岩で断層

や崩壊地を伴い土砂生産が活発な流域である．4．火山

岩については集落立地に特徴は見られなかった． 

 川沿いに建物が多く存在する地域に特徴的なのは水害

が少なく，背後に急峻な山があることである．水害の危

険性より山崩れの危険性が高いため川沿いに集落がある

と考えられる．四万十帯では狭窄部が多く，集落は狭い

盆地に密集しているのに対し，ジュラ紀付加体では狭窄

部が顕著ではなく，川沿いに連続的に建物が立地してい

る特徴がある． 

 それ以外の，川から離れたところに住居が多い地域で

は，実際に過去に大きな被害を受けていることが多い．

また土砂生産量が多く，河道が浅いのも特徴である．そ

のため，川から離れたところに住居を構えて水害や土石

流の被害を受けないようにしている．また，谷幅が広く

住むのに適した土地が多いことから，川から離れたとこ

ろでも集落を形成することができたと考えられる． 

 

 

図-3 藪化樹林化が起こっていない河川（左）と 

  起こっている河川の粒径加積曲線（右） 
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(5)河川管理上の問題 

本研究対象地の河川管理者である都県及び市町村へイ

ンタビュー調査をおこなったところ，3．ジュラ紀付加 

体で上流に巨礫と砂利／砂を産出する地質が混在する流

域において藪化の，6．火山岩・花崗岩で断層や崩壊地

を伴い土砂生産が活発な流域で樹林化の問題を抱えてい

ることが判明した．これらの地域は砂利／砂の生産量が

多いため，他の地域に比べて大きな河原が形成しやすく，

谷幅も広いので日当たりもよく，植物が生育しやすい条 

件がそろっている．また，粒径加積曲線からもわかるよ

うに砂の割合が多い地点が多く，藪化の要因に砂の割合

が関係していると推察される（図-3）． 

また，前者の地域が藪化なのに対し後者の地域で樹林

化が顕著であったのは，落差工の影響が考えられる．後

者の地域は土砂生産が盛んであり歴史的に土石流による

大きな被害を受けてきたため，河川には落差工が多く設

置されている．この地域では地質的に巨礫や大礫が生産

されやすい6）が，落差工によってもともと河道に存在し

ていた大礫が動かなくなったことも樹林化の原因として

考えられる7）． 

 

(6)川へのアクセスと住民参加 

川へのアクセスに関しては四万十帯では少ない．これ

は河川と集落の比高が大きいうえ，小規模な沢が分散し，

沢水が豊富で河川から取水する必要がなかったためであ

ると推察される． 

一方，ジュラ紀付加体では支川の規模も大きく，沢水

というよりは支川になってしまうため，四万十帯に比べ

て川へのアクセスが良くなっている． 

ジュラ紀付加体に砂利／砂を産出する地質が入るとア

クセスは格段に良くなる．この地域は平野で古くから紙

漉きが盛んであり，水田も多くある．両者は河川の水を

利用する産業であるため，川へ降りる道が必要となる． 

火山岩地域でもアクセス路が整備されている．これは

流れが伏流してしまうような支流では，沢水を得にくい

上，水田がある地域が多く，取水堰のメンテナンスなど

河川を利用する機会が多くあるからだと推察される． 

花崗岩の地域ではアクセス路は整備されていない．こ

こでは沢水が豊富な上，川がかなり深く急勾配で，もと

もと平地が少なく水田も少ないためだと考えられる． 

火山岩・花崗岩で断層や崩壊地を伴い土砂生産が活発

な流域においてはアクセス路が整備されていないか，整

備されていても藪や樹林が繁茂しており近づくのは困難

なことが多い．条件の悪い中山間地の水田利用が少なく

なり，河川へ降りる必要がないためである． 

また，ヒアリングの結果，このアクセスの良し悪しに

よって，住民の藪化・樹林化に対する活動が異なること

も判明した．ジュラ紀付加体で上流に巨礫と砂利／砂を

産出する地質が混在する流域では，主に東秩父村におい

て住民が定期的に河道内の草刈りを行うなど行政に加え

て住民が積極的に植生管理を行っている．一方，火山

岩・花崗岩で断層や崩壊地を伴い土砂生産が活発な流域

では住民がおこなっている活動はあまりなく，樹林化の

対処は行政が行っていた． 

 

(7)砂防施設 

砂防施設の維持管理がきちんとなされてきたからこそ

今の生活が守られており，水系全体での土砂移動に対し

ても多大な影響を与えている．今の砂防施設は戦後から

急速に整備されており，今後施設の老朽化が加速すると

懸念されるが，将来にわたってその機能が発揮されるよ

うに適切に維持する必要がある．特に火山岩・花崗岩で

断層や崩壊地を伴い土砂生産が活発な流域では土石流被

害が甚大になることが多く，人口集中地域を守るために

も上流域の砂防の維持管理が重要になってくる． 

 

４． 結論 

 関東山地を中心とした山地河川を調査したところ，そ

の集落特性と河川の特徴から地質・地形と対応した6つ

のグループに類型化した．その結果，これらの河道形状

及び土砂輸送特性の違いが，災害の特徴や水利条件に影

響し，集落の立地や河川の利用形態には異なった傾向を

持つことを解明した． 

 また，山地河川において現在河川管理で問題を抱えて

いるのがジュラ紀付加体で上流に巨礫と砂利／砂を産出

する地質を持つ流域と火山岩・花崗岩で断層や崩壊地を

伴い土砂生産が活発な流域で，藪化または樹林化の対策

に追われていることが判明した．また，両者では住民の

管理への参加の困難さが異なることも判明した． 

 

謝辞：本研究は，公益財団法人河川財団の河川基金助成

事業によって実施しました．記して謝意を表します 

 

参考文献 

1）農林水産省：平成27年度森林・林業白書，pp.109，2016 

2）飯能市郷土館：特別展示図録 飯能方面湖水の如し－失わ

れる災害の記憶－，2013 

3）東秩父村：東秩父村の歴史，2005 

4）国土交通省関東地方整備局日光砂防事務所：日光と砂防を

知る 日光の災害史，http://www.ktr.mlit.go.jp/nikko/ 

nikko00045.html，参照2017-03-30 

5）望月優, 吉川知弘, 熊澤至朗, 森俊勇, 井上公夫, 黒木健二：

明治時代に発生した山梨県東部における大規模土砂災害と

災害対策，砂防学会研究発表会概要集，pp.310-311，2009 

6）小出博：日本の国土-開発と自然(上)-, 東京大学出版会, 1973 

7）原田大輔，知花武佳，山下貴美子：人為的改変の影響を受

けた河川の構造とその河道形成機構，土木学会論文集B1

（水工学），Vol.68，No.1，pp55-66，2012 

（2017.4.3受付） 

- 352 -- 350 -



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /AgencyFB-Bold
    /AgencyFB-Reg
    /Aharoni-Bold
    /Algerian
    /Amienne
    /Amienne-Bold
    /Andalus
    /AngsanaNew
    /AngsanaNew-Bold
    /AngsanaNew-BoldItalic
    /AngsanaNew-Italic
    /AngsanaUPC
    /AngsanaUPC-Bold
    /AngsanaUPC-BoldItalic
    /AngsanaUPC-Italic
    /Aparajita
    /Aparajita-Bold
    /Aparajita-BoldItalic
    /Aparajita-Italic
    /ArabicTypesetting
    /Arial-Black
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialRoundedMTBold
    /ArialUnicodeMS
    /Arnprior
    /BaskOldFace
    /Batang
    /BatangChe
    /Bauhaus93
    /Baveuse
    /BellMT
    /BellMTBold
    /BellMTItalic
    /BerlinSansFB-Bold
    /BerlinSansFBDemi-Bold
    /BerlinSansFB-Reg
    /BernardMT-Condensed
    /Berylium
    /Berylium-BoldItalic
    /Biondi
    /Biondi-Light
    /BlackadderITC-Regular
    /BlueHighway
    /BlueHighway-Bold
    /BlueHighwayCondensed
    /BlueHighwayDType
    /BlueHighwayLinocut
    /BodoniMT
    /BodoniMTBlack
    /BodoniMTBlack-Italic
    /BodoniMT-Bold
    /BodoniMT-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed
    /BodoniMTCondensed-Bold
    /BodoniMTCondensed-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed-Italic
    /BodoniMT-Italic
    /BodoniMTPosterCompressed
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /Boopee
    /Boopee-Bold
    /BradleyHandITC
    /BritannicBold
    /Broadway
    /BrowalliaNew
    /BrowalliaNew-Bold
    /BrowalliaNew-BoldItalic
    /BrowalliaNew-Italic
    /BrowalliaUPC
    /BrowalliaUPC-Bold
    /BrowalliaUPC-BoldItalic
    /BrowalliaUPC-Italic
    /BrushScriptMT
    /BurnstownDam
    /Byington
    /Byington-Bold
    /Byington-Italic
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /Calibri-Light
    /Calibri-LightItalic
    /CalifornianFB-Bold
    /CalifornianFB-Italic
    /CalifornianFB-Reg
    /CalisMTBol
    /CalistoMT
    /CalistoMT-BoldItalic
    /CalistoMT-Italic
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /CarbonBlock
    /Castellar
    /Catriel
    /Catriel-Bold
    /Catriel-BoldItalic
    /Catriel-Italic
    /Centaur
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturySchoolbook
    /CenturySchoolbook-Bold
    /CenturySchoolbook-BoldItalic
    /CenturySchoolbook-Italic
    /Chiller-Regular
    /ColonnaMT
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /CooperBlack
    /CopperplateGothic-Bold
    /CopperplateGothic-Light
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CordiaNew
    /CordiaNew-Bold
    /CordiaNew-BoldItalic
    /CordiaNew-Italic
    /CordiaUPC
    /CordiaUPC-Bold
    /CordiaUPC-BoldItalic
    /CordiaUPC-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CreditValley
    /CreditValley-Bold
    /CreditValley-BoldItalic
    /CreditValley-Italic
    /CurlzMT
    /DaunPenh
    /David
    /David-Bold
    /DFKaiShu-SB-Estd-BF
    /DilleniaUPC
    /DilleniaUPCBold
    /DilleniaUPCBoldItalic
    /DilleniaUPCItalic
    /DokChampa
    /Dotum
    /DotumChe
    /EarwigFactory
    /Ebrima
    /Ebrima-Bold
    /EdwardianScriptITC
    /Elephant-Italic
    /Elephant-Regular
    /EngraversMT
    /ErasITC-Bold
    /ErasITC-Demi
    /ErasITC-Light
    /ErasITC-Medium
    /EstrangeloEdessa
    /EucrosiaUPC
    /EucrosiaUPCBold
    /EucrosiaUPCBoldItalic
    /EucrosiaUPCItalic
    /EuphemiaCAS
    /EuphorigenicS
    /FangSong
    /FelixTitlingMT
    /FootlightMTLight
    /ForteMT
    /FranklinGothic-Book
    /FranklinGothic-BookItalic
    /FranklinGothic-Demi
    /FranklinGothic-DemiCond
    /FranklinGothic-DemiItalic
    /FranklinGothic-Heavy
    /FranklinGothic-HeavyItalic
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumCond
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FrankRuehl
    /FreesiaUPC
    /FreesiaUPCBold
    /FreesiaUPCBoldItalic
    /FreesiaUPCItalic
    /FreestyleScript-Regular
    /FrenchScriptMT
    /Gabriola
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Gautami-Bold
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Gigi-Regular
    /GillSansMT
    /GillSansMT-Bold
    /GillSansMT-BoldItalic
    /GillSansMT-Condensed
    /GillSansMT-ExtraCondensedBold
    /GillSansMT-Italic
    /GillSans-UltraBold
    /GillSans-UltraBoldCondensed
    /Gisha
    /Gisha-Bold
    /GloucesterMT-ExtraCondensed
    /GoudyOldStyleT-Bold
    /GoudyOldStyleT-Italic
    /GoudyOldStyleT-Regular
    /GoudyStout
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HarlowSolid
    /Harrington
    /HeavyHeap
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGKyokashotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGPSoeiPresenceEB
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSoeiPresenceEB
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiPresenceEB
    /HighTowerText-Italic
    /HighTowerText-Reg
    /HurryUp
    /Huxtable
    /Impact
    /ImprintMT-Shadow
    /InformalRoman-Regular
    /IrisUPC
    /IrisUPCBold
    /IrisUPCBoldItalic
    /IrisUPCItalic
    /IskoolaPota
    /IskoolaPota-Bold
    /JasmineUPC
    /JasmineUPCBold
    /JasmineUPCBoldItalic
    /JasmineUPCItalic
    /Jokerman-Regular
    /JuiceITC-Regular
    /KaiTi
    /Kalinga
    /Kalinga-Bold
    /Kartika
    /Kartika-Bold
    /KhmerUI
    /KhmerUI-Bold
    /KodchiangUPC
    /KodchiangUPCBold
    /KodchiangUPCBoldItalic
    /KodchiangUPCItalic
    /Kokila
    /Kokila-Bold
    /Kokila-BoldItalic
    /Kokila-Italic
    /Kredit
    /KristenITC-Regular
    /KunstlerScript
    /LaoUI
    /LaoUI-Bold
    /Latha
    /Latha-Bold
    /LatinWide
    /Leelawadee
    /Leelawadee-Bold
    /LevenimMT
    /LevenimMT-Bold
    /Ligurino
    /Ligurino-Bold
    /LigurinoCondensed
    /Ligurino-Italic
    /LilyUPC
    /LilyUPCBold
    /LilyUPCBoldItalic
    /LilyUPCItalic
    /LucidaBright
    /LucidaBright-Demi
    /LucidaBright-DemiItalic
    /LucidaBright-Italic
    /LucidaCalligraphy-Italic
    /LucidaConsole
    /LucidaFax
    /LucidaFax-Demi
    /LucidaFax-DemiItalic
    /LucidaFax-Italic
    /LucidaHandwriting-Italic
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSans-Typewriter
    /LucidaSans-TypewriterBold
    /LucidaSans-TypewriterBoldOblique
    /LucidaSans-TypewriterOblique
    /LucidaSansUnicode
    /Magneto-Bold
    /MaiandraGD-Regular
    /MalgunGothic
    /MalgunGothicBold
    /MalgunGothicRegular
    /Mangal
    /Mangal-Bold
    /Marlett
    /MaturaMTScriptCapitals
    /Meiryo
    /Meiryo-Bold
    /Meiryo-BoldItalic
    /Meiryo-Italic
    /MeiryoUI
    /MeiryoUI-Bold
    /MeiryoUI-BoldItalic
    /MeiryoUI-Italic
    /MicrosoftHimalaya
    /MicrosoftJhengHeiBold
    /MicrosoftJhengHeiRegular
    /MicrosoftNewTaiLue
    /MicrosoftNewTaiLue-Bold
    /MicrosoftPhagsPa
    /MicrosoftPhagsPa-Bold
    /MicrosoftSansSerif
    /MicrosoftTaiLe
    /MicrosoftTaiLe-Bold
    /MicrosoftUighur
    /MicrosoftYaHei
    /MicrosoftYaHei-Bold
    /Microsoft-Yi-Baiti
    /MingLiU
    /MingLiU-ExtB
    /Ming-Lt-HKSCS-ExtB
    /Ming-Lt-HKSCS-UNI-H
    /MinyaNouvelle
    /MinyaNouvelleBold
    /MinyaNouvelleBoldItalic
    /MinyaNouvelleItalic
    /Miriam
    /MiriamFixed
    /Mistral
    /Modern-Regular
    /MongolianBaiti
    /MonotypeCorsiva
    /MoolBoran
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /Mufferaw
    /MVBoli
    /Narkisim
    /Neuropol
    /NiagaraEngraved-Reg
    /NiagaraSolid-Reg
    /NSimSun
    /Nyala-Regular
    /OCRAExtended
    /OCRB
    /OldEnglishTextMT
    /Onyx
    /PalaceScriptMT
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /Papyrus-Regular
    /Parchment-Regular
    /Perpetua
    /Perpetua-Bold
    /Perpetua-BoldItalic
    /Perpetua-Italic
    /PerpetuaTitlingMT-Bold
    /PerpetuaTitlingMT-Light
    /PlanetBenson2
    /PlantagenetCherokee
    /Playbill
    /PMingLiU
    /PMingLiU-ExtB
    /PoorRichard-Regular
    /Pristina-Regular
    /Pupcat
    /Raavi
    /RageItalic
    /Ravie
    /Rockwell
    /Rockwell-Bold
    /Rockwell-BoldItalic
    /Rockwell-Condensed
    /Rockwell-CondensedBold
    /Rockwell-ExtraBold
    /Rockwell-Italic
    /Rod
    /SakkalMajalla
    /SakkalMajallaBold
    /ScriptMTBold
    /SegoePrint
    /SegoePrint-Bold
    /SegoeScript
    /SegoeScript-Bold
    /SegoeUI
    /SegoeUI-Bold
    /SegoeUI-BoldItalic
    /SegoeUI-Italic
    /SegoeUI-Light
    /SegoeUI-SemiBold
    /SegoeUISymbol
    /ShonarBangla
    /ShonarBangla-Bold
    /ShowcardGothic-Reg
    /Shruti
    /Shruti-Bold
    /SimHei
    /SimplifiedArabic
    /SimplifiedArabic-Bold
    /SimplifiedArabicFixed
    /SimSun
    /SimSun-ExtB
    /SnapITC-Regular
    /Stencil
    /Stereofidelic
    /SybilGreen
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /Tandelle
    /Tandelle-Bold
    /Tandelle-BoldItalic
    /Tandelle-Italic
    /Teen
    /Teen-Bold
    /Teen-BoldItalic
    /Teen-Italic
    /TeenLight
    /TeenLight-Italic
    /TempusSansITC
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /TraditionalArabic
    /TraditionalArabic-Bold
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga
    /Tunga-Bold
    /TwCenMT-Bold
    /TwCenMT-BoldItalic
    /TwCenMT-Condensed
    /TwCenMT-CondensedBold
    /TwCenMT-CondensedExtraBold
    /TwCenMT-Italic
    /TwCenMT-Regular
    /Utsaah
    /Utsaah-Bold
    /Utsaah-BoldItalic
    /Utsaah-Italic
    /Vani
    /Vani-Bold
    /VelvendaCooler
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /Vijaya
    /Vijaya-Bold
    /VinerHandITC
    /Vivaldii
    /VladimirScript
    /Vrinda
    /Vrinda-Bold
    /Waker
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 44.12, 784.74 幅 503.14 高さ 34.73 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         5
         CurrentPage
         152
              

       CurrentAVDoc
          

     44.1187 784.7396 503.1411 34.7318 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     4
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲: 全てのページ
     フォント: Times-Roman 10.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 28.35 ポイント
     前置文字列: - 
     後置文字列:  -
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
      -
     BC
     - 
     1
     349
     TR
     1
     0
     1290
     158
     0
     1
     10.0000
            
                
         Both
         13
         AllDoc
         13
              

       CurrentAVDoc
          

     [Doc:NumPages]
     0.0000
     28.3465
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     4
     3
     4
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 全てのページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 268.47, 6.56 幅 61.95 高さ 32.85 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         5
         AllDoc
         152
              

       CurrentAVDoc
          

     268.4671 6.5605 61.9539 32.8544 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     4
     3
     4
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲: 全てのページ
     フォント: Times-Roman 10.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 28.35 ポイント
     前置文字列: - 
     後置文字列:  -
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
      -
     BC
     - 
     1
     347
     TR
     1
     0
     1290
     158
    
     0
     1
     10.0000
            
                
         Both
         13
         AllDoc
         13
              

       CurrentAVDoc
          

     [Doc:NumPages]
     0.0000
     28.3465
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     4
     3
     4
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



